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”Bibel　 in　gerechter　 Sprache“*に つ い て

荒　井　章　三

　 この新 ドイ ツ語 訳 『聖 書』(外 典 も含 む)の 出 版 は 、 ドイ ツ の教 会 内 外 に

大 き な波紋 を投 げ掛 けてい る。発 売 され て、10日 の うち に、 初 版2000部 が 売

れ 切 れ て し ま っ た とい う。 筆 者が 手 に した のは、第 二版 で あ るが 、何 らの改

訂 もないので 、 これ に したが って、幾 つ か の問題 点 につ い て、述べ たい と思

う。

　 。gerecht"と い う単 語 は 、 普 通 、 例 え ば 、"gerechtes　 Werk"「 き ち ん と した

仕 事 」 の よ う に使 わ れ るが 、 この新 訳 の ポ リシー を考 慮 す る な らば、 「差 別

の ない言語 に よる聖 書」と も訳 しうるで あ ろ う。 そ の点 につい て、 まず 、 「序

文 」 の なか の 「この聖書 の特徴 」 を参 照 しなが ら、述 べ てお きたい。

「"Bibel　in　gerechter　Sprache"と い う書 名 は 、 こ の翻 訳 が 正 し くて、他 の翻

訳 は間違 って い る とい うこ と を主張 す る もの で は ない。Gerechtigkeitと い

う聖 書 の根 本 的 な テ ー マ に特 別 な仕 方 で対 応 しよ うとい う要請 を明 らか に

す る もので あ る。 この テーマ は、 われ われ の翻 訳 の 中心 におい て、 い ろい

ろ な視 点 で現 れ る。

　 あ る もの に とっては、性差 別 の言 語が 問題 とな る。 この よ うな関連 で は、

Gerechte　 Spracheは 、80年 代 以 来 ドイ ツで 用 い られ て きた専 門用 語 、北 ア

メ リカで使 用 され た"inclusive　 language``の 翻 訳 で あ る。 ドイ ツ の大 多 数

の 人 々 に とって、 ドイ ツ語 とその用 法 は、 この数十 年 間で変 わ って しま っ

てい る。 大学 生 の場 合 、"Studentin"(女 子 学 生)と 、"Student"(男 子 学 生)

は 区 別 され て い る し、 政 治 家 は 、女 性 有 権 者(Wahlerinnen)を 見 過 ご し

に す る こ と はで きな い 。 教 会 言語 も変 化 した。女性 執 事(Diakonin)か ら
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女性 主教(Bisch6fin)に 至 る まで 、 女 性 の 職 制 を表 す 言 葉 は一般 的 となっ

て い る。 た しか に、聖書 は父性 的世界 に由来 し、文法 的 に も、〈イス ラエ

ルの息 子 た ち 〉(Sohne　 Israels)と か 〈弟 子 た ち 〉(JUnger)と か 男 性 形 で

語 る こ とが 多 い 。 しか し、純粋 に言 語学 的 に正確 な翻訳 が 、そ れ は実 際 に

他 の翻訳 に見 られ るの だが、現実 に即 した、正 しい翻訳 なの だ ろ うか。人 々

は、 当時、何 を理 解 したの だ ろ うか。 そ して、 その 当時 に意 味 されてい た

こ とを、現在 の われわ れ は、 どの よ うに捉 え るべ きなの だ ろ うか。 もちろ

ん、 『ア ロ ンの息子 たちの なか のすべ て の男 性 』(レ ビ記6・11)の よ うな

特 別 な場 合 に は 、 通 常 の使 い方 は除外 され るべ きであ ろ う。[筆 者 注:こ

の 新 訳 の 当該 箇 所 で は、"Alle　 Mannlichen　 unter　den　Nachkommen　 Aarons"

「ア ロ ンの 子 孫 の な か の す べ て の男 子 た ち」 と訳 してい る]。 社 会 史 的 な根

底 の上 で 、 そ れ ぞ れの場合 に、男性 的 な表象 が 、女性 を も含 むの か どうか、

そ して、該 当す る実 態 を現 在 の言葉 で 、 どの ように表 す のか を、 問 うこ と

が 必要 であ る。

　 さ らに、 この翻 訳 の 中心 的 な特徴 は、神 を、文 法 的 に男性 的 な言葉 で、

一 面 的 に表 さない点 にあ る
。 唯一 の神 に対 す るイス ラエ ルの信仰一 『聞け、

イス ラエ ル よ。 ア ドナイ はわれ われ の神 で あ り、 ア ドナ イのみ が唯 一 の神

で あ る』(申 命6・4)一 は 、 この 神 が 男 性 的 で も な く、 この神 が女 性 的

で もなか った こ とを意味 した に違 い ない。神 は、文法 的 に圧倒 的 に男 性 と

して述 べ られるが 、神 が性 的 な二極 性 を超越 してい る とい う、明確 な表象

は多 く存在 す る。 それ は、創 世記1・26--28か ら始 ま り、 申命 記4・16と

ホ セ ア11・9で 頂 点 に達 す る 。 聖 書 の読 者 は 、 たい てい、神 が男 性 で はな

い こ とを、基本 的 に、 かつ抽象 的 に知 ってい るが、 同時 に内 的かつ外 的形

姿 で は、男性 と して表象 す る こ とに、慣 れ て しまってい る。 その こ とに よ

って、(神)像 禁 止 が な い が しろ に され る。 そ して、感情 的 かつ思 考 的 に

神 に向か う こ とに対 して、 限定 的、不確 か な 限界 が定 め られ る。 『心 と思

い を もって、霊 と力 を もっ て、 ア ドナ イ、神 を愛 しな さい』(申 命 記6・

5}o

　 第 二 に 、Gerechtigkeitを 取 り扱 う の は 、 キ リス ト教 とユ ダヤ教 との対 話
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を顧 慮 してい るか らで あ る。 と りわ け、新 約 聖書 の場合 、ユ ダヤ 的 な地盤

で成 立 した この書 物 が、 いか に反ユ ダヤ的 に、 したが って歪 曲 されて読 ま

れ 、翻訳 された か とい うこ とが 、 この数 十年 で、広 い範 囲 にわた って、 明

らか に され たの であ る。一例 と して、 山上 の説教 の いわ ゆ る 〈反 命題 〉を

挙 げ る こ とが で き よう。 そ こで は 『わ た しは、お前 た ちに言 う』 とい う翻

訳 が 、ユ ダヤ的伝統 に対 す るイエ スの言 い方 と して理解 され ねば な らない

と考 え られ て きた。 しか し、 これ は ラ ビた ち に よって、 しば しば用 い られ

た様 式 であ って 、 よ り事 柄 に即 して訳 せ ば 『わ た しは、今 日、 お前 た ち に、

この よ うに解 釈 す る』 とい うこ とで あ って、 なん ら、〈反命 題 〉とは 関 わ

りが ないの であ る。今挙 げた二 つ の基 準 は、聖 書 の神 名 を 〈主 〉 と訳 す る

伝 統 に別 れ を告 げ る重 要 な根 拠 で あ る。

　 第 三 に、 この書 は、社 会 的Gerechtigkeitと 関 わ る 。 社 会 的対 決一 聖 書 は

そ こか ら成 立 して きたの だが一 の多 くは、誤 訳 されて い る。例 え ば、不 正

行 為 、暴力 行為 を行 い、 その ため に罰 せ られ る人 を意味 す るヘ ブ ライ語 の

raschaが 、 あ た か も無 神 論 者 か不 信 仰 な 人 か の よ う に、　Gottloseと 訳 さ れ

る の は誤 りで あ る 。あ る い は、女奴 隷 や奴隷 の代 わ りに、MagdeやKnechte

[筆 者 注:有 名 な 『僕 の歌 』で は 、"der　 Mensh　 im　Dienst"と 訳 され て い る]

とい う場 合 も同 様 で あ る。 ル ター は、 自分 の世 界 にお い て、そ の ように訳

したので あ るが 、 ル ターの農 民 的世界 は、 われわ れの世界 とは、 あ ま りに

も遠 く離 れ てい る。多 くの単 語 が、 きわめて厳 しい現実 と関 わって い る今

日に とって は、牧歌 的 に響 くの で ある。」

「かつ て は、新 鮮 で、批 判 的 で あ った ものが、 も し、不 変 の ま まで保 存 さ

れ る な らば、古 臭 い、無 意味 な、理解 不能 な もの になって しま う。 そ して、

聖書 は、博 物館 に並べ られ た物 になる恐 れが あ る。 この こ とは、古 い もの

が、新 た に語 り始 め るか ど うか と、多 く関 わ ってい る。 『あ らゆ る時代 は、

伝 承 を圧倒 しよ う と してい る追従 主義(Konformismus)か ら、伝 承 を改 め

て 救 い 出 す 試 み を しなけれ ば な らない』(W・ ベ ニ ヤ ミ ン)。 こ の 翻 訳 は 、

そ の よ うな 試 み を意 図 してい る。
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　 それぞれ異 なる宗派 によって、ル ター訳 とか、チ ュー リッヒ訳 とか、合

同訳(EinheitUbersetzung)と か、様 々な ドイツ語訳 聖書 を用 いている。そ

れ らは、伝統 とか、教会の薦め によって、多かれ少 なかれ、慣例 的に使用

されてい るが、ときお り改訂 されている。この他 に、特殊 な翻訳、Elberfelder

とか、Gute　Nachrichtと かがあ る。伝統 的 な翻訳 で用 い られてい る言葉 が

もはや、すべ ての国民 に届かないこ とは、明 らかである。『差別 のない言

語 による聖書』 は、新 しい試み として、現存 している ドイツ語訳 に並 んで

登場す るが、他の翻訳 とは、その個性 によってだけでな く、 この個性 が最

初か ら明 らか にされているとい うことによって、異なっている。

　唯一の正 しい翻訳 は存在 しない。異なった ものを理解 しようとす る場合、

前提 とか、展望が重要な役割 をす る。 この翻訳 は、 この数十年の運動 との

関わ りの中で起 こった神学的思考 の変化 に負 うところが大 きい。 その変化

は、解放 の神学、 フェミニズム神学、キ リス ト教=ユ ダヤ教 間の対話 に根

をもっている。それ らが、 この翻訳 プロジェク トに刺激 を与 えたのである。

これ らの運動 のそれぞれにおいて、聖書が新 たに発見 され、現代 に対す る

新 しい見方 と新 しい力 とを獲得 したのである。なぜ な ら、それ らにおいて、

いろいろな局面が一つになったのであ り、聖書 の基本 テーマのそれが、再

び獲得 されたのである。神 に とって、つね に重要 なのは自由 と解放 である。

真実か真実でないか、あるいは、正 しいか間違 っているか、この ようなカ

テゴリーは、 この二つを視座 とする。そ して、聖書 的伝承の解放す る力が

新たに発見 され、新 たに力 を働かせ るところでは、その中央 に、Gerechtigkeit

へ の問いがあるのである。『正 しい道の上 には命がある』[筆 者注:「 この

道 を踏む人 に死 はない」新共同訳(箴 言12・28)]」 。

　 日本語 と異 な って、 ドイツ語 の名 詞 には、 それぞ れ 「性」 が つい て い る。

例 えば、der　 Vater(父)、 　die　Mutter(母)の よ う に 、 生 物 的 な性 別 と一 致 す

る場 合 が多 いが 、der　 Loffel(ス プ ー ン、 男 性 名 詞)、　die　Gabel(フ ォー ク、

女 性 名 詞)das　 Messer(ナ イ フ、 中性 名 詞)の よ う に、 無 生 物 で も男 性 ・女

性 ・中性 の区別 が あ るか ら、 や っかい であ る。 しか し、 この新訳 で 問題 と し
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てい る の は、職 業 ・身分 を表 す 名 詞 の場 合 で あ る。 「大 学生」 を表 す 場 合 、

男子 の大学 生 の場合 は、(der)Student、 女 子 の大 学 生 の場 合 は、(die)Studentin、

教 師 の 場 合 、Lehrer(男 性 教 師)、　Lehrerin(女 性 教 師)と い う風 に、 男 性 名

詞 の 後 ろ にinを つ け て 、 性 別 を 区 別 して い る 。 日本 で も、昔 は 「大 学 生」

とい えば男 子 だ けだ ったか ら、後 に大学 に女性 が 入学 す る ようにな る と、「女

子 学 生」 とい う言葉 が使 われ る よ うになっ た。 ドイ ツ にお いて も、 そ うであ

った。時代 の流 れ に よ って言葉 が 変化 す る の は当然 だが 、 「読 者」 を表 す の

に、LeserとLeserinの 二 つ を表 記 しな け れ ば な らな い となる と、面倒 に なっ

て くる。昔 は、本 や新 聞 を読 むの は、男 子 が 主 で あ った か ら、Leserの み で

済 ま され て い た の で あ ろ う。 このBibel　 in　gerechter　 Spracheで も、序 文 に は 、

日本 語 で あ れ ば 、 た だ単 に 「読 者(の 皆 さ ん)」 で 済 む の で あ る が 、 た び た

びLeserinnen　 und　Leserと い う言 葉 が 出 て くる。

　 この こ とは、聖書本 文 に も反映 してい る。例 えば、従 来 の聖書 で は、 イエ

ス に従 う弟 子 た ちは、 マ グ ダラのマ リアな ど特 別 な人 々 を除 い て、すべ て男

性 で あ った と考 え られ、 ギ リシ ア語本 文 もそ うだが 、 ドイ ツ語 で は、Jiinger

と訳 され で き た 。 日本 語 の 場 合 も、 「十 二弟 子」 は もち ろん だが 、他 の弟 子

たち も男性 とい う了解 の ような ものが あっ た と思 う。 しか し、実 際 に は、女

性 が そ の なか にい なか った と考 え るの は不 自然 で あ るか ら、 この聖 書 で は、

当然Jiingennnen　 und　Jiingerと 訳 され て お り、Nachfblgerinnen　 und　 Nachfolger

と訳 して い る箇 所 もあ る(マ ル コ4・10)。 逆 に考 え れ ば 、 こ の よ う に女 性

形 が 併 記 され る こ とに よって、 われ われが 、聖書 を男性 中心 に読 んで きた と

い うこ とを、 わ れわれ に思 い起 こ させ るので あ る。 ル カ に よる福 音 書2章1

-20節 は ク リス マ ス ・イ ブ の礼 拝 で 必 ず読 まれ るが 、8節 か ら14節 まで を 引

用 す る。

　 In　jener　 Gegend　 gab　 es　 auch　 Hirten　 und　 Hirtinnen,　 die　 drauβen　 lebten　 und　 Uber

ihre　 Herde　 in　der　 Nacht　 wachten.　 Da　 trat　 ein　 Engel　 der　 Lebendigen　 zu　 ihnen　 and

der　 Lebendigen　 umhiillte　 sie.　 Sie　 aber　 furchteten　 sich　 sehr.　 Der　 Engel　 sprach　 zu

ihnen:"FUrchtet　 euch　 nicht!Denn　 seht,　 ich　 verktinde　 euch　 groβe　 Freude,　 die　 das
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game　 Volk　 betreffen　 wind:Heute　 ist　euch　 der　 Gesalbte　 der　 Lebendigen,　 der　 Rette,

geboren　 worden,　 hier　 in　der　 Stadt　 Davids.　 Und　 dies　 sei　 das　 Erkennungszeichen　 fur

euch:Ihr　 werdet　 ein　 Neugeborenes　 finden,　 in　 Windeln　 gewickelt,　 in　 einer

Futterkrippe."Pl6tzlich　 erschien　 zusammen　 mit　 dem　 Engel　 eine　 groβe　 Schar　 des

himmlischen　 Chores.　 Sie　 priesen　 Gott　 mit　 den　 Worten

　　 　Glanz　 in　den　 Hohen　 bei　 Gott!

　　Und　 Friede　 auf　 der　 Erde　 bei　 den　 Menschen,

　　die　 Gott　 wohlgefallen!　

　　次 に 、 比 較 検 討 の た め に 〈ル タ.__.訳 〉(8節 一14節)を 併 記 す る 。

　　Und　 es　waxen　 HiYten　 in　derselben　 Gegend　 auf　 dem　 Felde　 bei　 den　 Hurden,　 die

huteten　 des　 Nachts　 ihre　 Herde.　 Und　 fiehe,　 des　 Henn　 Engel　 trat　zu　 ihnen,　 and　 die

Klarheit　 des　 Herrn　 leuchtete　 um　 sie;and　 sie　furchteten　 rich　 Behr.　 Und　 der　 Engel

sprach　 zu　 ihnen:Fiurchtet　 euch　 nicht?Siehe,　 ich　 verkundige　 euch　 gro(3e　 Freude,

die .　allem　 Volk　 widerfahren　 wird;denn　 euch　 ist　 heute　 der　 Reiland　 geboren,

welcher　 ist　Christus,　 der　 Herr,　 in　 der　 Stadt　 Davids.　 Und　 das　 habt　 zum　 Zezchen

Ihr　 werdet　 finden　 das　 Kind　 in　VVindeln　 gewidkelt　 and　 in　 einer　 Krippe　 liegen.　 Und

alsbald　 war　 da　 bei　 dem　 Engel　 die　 Menge　 der　 himmlischen　 Heerscharen,-die

Iobten　 Gott　 and　 sprachen;

　　Ehre　 sei　 Gott　 in　der　 Hohe,

　　朋4Fア ∫84ε αげE㎡6η,

　　and　 den　 Menschen　 ein　 Wohlgefallen!

　　まず、 目に付 くのが 伍漉 ηand　 HiYtinnen男 性の羊飼 い と女性 の羊飼いで

ある。「羊飼い たち」 とい う日本語 には、文法上、男女の区別 はないが、私

たちは通常、男性 の羊飼いを連想す る。 しか し、それが間違いだ とい うのが、

この新訳 の主張である。た しかに、現在のべ ドウィンには、女子が羊 を飼 う

こ ともあ り、女性の羊飼いがその当時、いなかった とは言 えないが、「性差」

は、この新訳 の重要な柱 の一つであるか ら、当然の処 置 とい うことになろ う。
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しか しなが ら、 ここ まで、性 差 の問題 を普 遍化 して、 テキ ス トに読 み込 む こ

とが 必要 で あ るか ど うか、疑 問 であ る。言語 に含 まれ る 「暗黙 の了解」 とか

「連想 の豊 か さ」 を否定 して しま う危 険性 も否 定 で きない か らで あ る。

　 もち ろん、 この よ うな表 現 は、 ドイ ツ語 の文法 的 な制約 に と どまる もので

はない。 それ は、"eine　 groβe　Schar　des　himrnlischen　 Chores"で 明 らか に な る。

新 共 同訳 で は 、 ル ター訳 と同様 「天 の大 軍」 と訳 され てい るので あ るが 、 こ

こで は、 「天 の コ ー ラス の大 群」 と訳 され て い る。 ギ リ シ ア 語 は、stratias

ouraniOU　 で あ り、 この 「天 の 軍 勢 」 とい う語 法 は、 お そ ら く旧約 の 「万 軍

の主」(ヤ ハ ウ ェ ・ツ ェ ヴ ァ オ ー ト)と 関係 す る で あ ろ うか ら、 「コー ラス」

と読 む に は無理 が あ る。 ル ター訳 のHeerscharenの 単 数 形Heerscharは 文 法 的

に は女 性 形 で あ るが 、 意 味 的 には 「軍 隊」 で あ り、 内容 的 には男性 の集 団で

あ る。現在 で は、 ドイツの場合 も、 日本 の場 合 も女性 の兵 隊が い るので あ る

か ら、 わ ざわ ざ 「コー ラス」 に変 え る必 要 は ない ので はなか ろ うか。 「羊 飼

い」 が登 場 す る牧歌 的 な風 景 に は、 「コー ラスJの ほ うが 相 応 しい と考 え た

の で あ ろ うか 。 これ は、あ ま りに も行 き過 ぎの誤訳 と しか言 い ようが ない。

この新訳 は、 た しか に、 これの みが 「正 しい」 訳 で あ る とは主 張 して はい な

い。 しか し、 ドイツ ・ヘ ッセ ン ・ナ ッサ ウのEvangelische　 Kircheに よ っ て 進

め られ た プ ロ ジ ェ ク トで あ るか ら、 あの有名 なキ ャロル 「い ざ、歌 え、 い ざ、

祝 え」(Odu　 frohliche)に 出 て くる"Himmlische　 Heere　 jauchzen　 dir　Ehre"を

初 め 「讃 美 歌 」 は ど うな る の で あろ うか。 まさか、バ ッハ の有 名 な 「ク リス

マス ・オ ラ トリオ」 の歌詞 までが改 変 され る とは思 え ないが、 天使 た ちの歌

声 の 内容 を見 る と、全 くあ りえない こ と とは思 え ない。

　 別 の例 を挙 げ よ う。 「主 の祈 り」(マ タ イ6・9以 下 、 ル カ11・2以 下)で

あ る。マ タイ の 冒 頭 で は 、"Du,　Gott,　bist　uns　Vater　and　Mutter　im　Himmel,　 dein

Name　 werde　 geheiligt.　Deine　 gerechte　Welt　komme…"と な っ て い る 。 そ れ に

対 し、 ル カ で は、"Du　 Gott,　dein　Name　 werde　 geheiligt.　Dein　 gerechtes　 Reich

komme"と な っ て い る。 こ の新 訳 で は、 原 則 的 に一つ の書 の翻訳 は一 人 に割

り当 て られて い るか ら(そ れ ぞ れ の書 の序 文 に翻 訳 者 の 名前 が掲 げ られ てい

る)、 マ タ イ とル カ は 、 別 の 翻 訳 者 が 担 当 してい る。 しか も、委 員 会訳 で は
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な い の で 、 そ れ ぞ れ の 翻 訳 に つ い て は 、 各 人 が 責 任 を も つ こ と に な っ て い る 。

した が っ て 、 そ こ に は 神 学 的 な 温 度 差 が 生 じ る こ と は 、 免 れ 得 な い 。 そ れ に

し て も、 マ タ イ の 場 合 は 、 強 烈 な 印 象 を 与 え る 。 「天 に お ら れ る 父 と母 で あ

る 神 よ」 と い う語 法 は 、 「主 の 祈 り」 の み で な く、 マ タ イ 福 音 書 全 体 で 用 い

ら れ て い る 。 「父 よ 、 で き る こ と な ら、 こ の 杯 を わ た しか ら 過 ぎ去 らせ て く

だ さ い 」 とい う あ の ゲ ッ セ マ ネ で の イ エ ス の 祈 り(26・39)で も 、 「父 」 だ

け で は な く、"Mein　 Gott,　 Vater　 und　 Mutter,　 wenn　 es　m6glich　 ist,　soll　dieser

Becher　 an　mir　vorubergehen"「 父 と 母 な る 神 よ 」 と な っ て い る 。

　 ル カ で は 、"Gott,　 wenn　 du　willst,　lass　diesen　 Becher　 an血r　 vorUbergehen!"

「父 」 を 「神 」に 変 え て い る 。 因 み に 、 マ ル コ で は 、"Gott,　 Ursprung,　 von　dem

ich　herkomme,　 dir　ist　alles　moglich.　 Lass　 diesen　 Kelch　 an　mir　voriibergehen."と

な っ て い る 。

　 ここで、 もう一度 、 ル カの 「羊 飼 い たち」 の物 語 に戻 ろ う。 そ こで は、従

来 。Herr"「 主 」 と訳 され て きた ギ リ シ ア語 のkyriosが 、"Lebendige"と 訳 さ

れ て お り、 しか も、 網 掛 け に な ってい る。 これ は、 こ こだ けで は な く、 この

新訳 全 体 にわ た っ て、 「神 」 をいか に翻 訳 す るか とい う問題 と大 き く関 わ っ

て い る。 旧約 で は、幾つ か のマ イナー な神 名(例 え ば 、 エ ル ・エ ル ヨー ン[El

Eljon,　der　h6chsten　 Gottheit、 新 共 同訳 は 「い と高 き神 」 創15.19他]と か 、 エ

ル ・シ ャ ッダ イ[EI　S　chaddai,　die　Gottheit,　die　nahrt　and　zerstort新 共 同訳 は 「全

能 の神 」 創17.1他])を 除 い て 、 ほ とん ど は、JHWHとElohimの 二 つ が 用 い

られ て い る。 学 問 的 に は、前者 は イス ラエ ルの神 の固有名 詞 であ り、後 者 は

「神」 を表 す普 通 名詞 だ と考 え られ て い る。 しか し、従 来 の聖 書 で は、前 者

を"Herr"「 主 」 と言 い 表 して きた 。 この 新 訳 で は、"Herr"は 、 ほ と ん ど用

い ら れ な い 。 ま た 、 「神」Gottに つ い て も、 「こ の 翻 訳 の 中 心 的 な特 徴 は、

神 を、文 法 的 に男性 的 な言葉 で、一 面 的 に表 さない点 に あ る。 … 神 は、文

法 的 に圧 倒 的 に男 性 と して述べ られ るが、神 が性 的 な二極 性 を超 越 してい る

とい う、明確 な表象 は多 く存 在 す る。 … 聖書 の読 者 は、 た い てい 、神 が 男

性 で は ない こ とを、基 本 的 に、かつ抽 象 的 に知 ってい るが 、 同時 に内的 かつ
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外 的形 姿 で は、男性 と して表 象す る こ とに、慣 れ て しまってい る」 ので、 そ

れ を排 除 す る ため に、Gottと い う男 性 名 詞 を避 け て 様 々 な 読 み方 を提 示 し

てい る。 その点 につ い て、〈神 の名 前 は翻 訳 で きない 〉 とい うマ文 が特 別 に

書 か れて お り、 その なか で、 「旧約 聖 書 にお い て、4個 の 子 音j-一一h-w-hで 表

され る(Tetragramm)神 の 固有 名 詞 は 、 学 問 的 に は 、　Jahweと い う風 に表 さ

れ る が 、 こ れ は 、(ヘ ブ ラ イ 語 に な い)母 音 を補 う こ とに よ っ て 得 られ る一

連 の 間接 的 な証拠 の組 み合 わせ の上 に成 り立 ってい る。 これ は、一 つ の、 か

な り根拠 のあ る仮 説 で ある とい うこ とはで きるが 、神 の名 を真 正 に、真 実 に

伝 える もので はな い。 た とえ、 この ような再構 成 に成功 す る と して も、神 の

固有 名 詞が 聖書 の時代 以来 、発 音 され なか っ た とい う事 実 が もつ重 み は大 き

い。 その重 要 な証 拠 は、新 約 聖書 で あ る。 そ こで は、kyrios『 主 』 とい う言

葉 が 用 い られ て い るが 、 これ は、神 名 を音 で表記 してい るので は もち ろん な

いが、文 字 で表 した もの で もない。神 名 を音 で表現 す るため に用 い られ て い

るヘ ブ ライ語 の補 助 的 な単 語[ア ドナ イ]の ギ リ シ ア語 に よ る翻 訳 で しか な

い。 この よ うな、神 の名 を用 い ない こ との背後 には、 「神 の名 を誤 って用 い

て は な らな い』 とい う十 戒 の考 え方 が あ る で あ ろ う。 … 」 そ して、次 の

〈Bibel　in　gerechter　 Spracheに お け る神 の名 前 の 読 み 方 の提 案 〉 として、ユ ダ

ヤ教 の伝統 に従 っ て、Adonajは も ち ろ ん 、　ha-Schem「 名 前 」[筆 者 注:「 主

の祈 り」 の な か で 「御 名 が 聖 とされ ます よ うに」 に 「神」 の代 わ りと して表

されて い る]、ha-Makom[場 所]、 代 名 詞 のIch,　Du,　Er,　Sie、 そ の他 、　der　Eine,

die　Eine,　die　Lebendige,　 der　Lebendige,　 der　Heilige,　die　Heilige,　der-Ewige,　 die

Ewigeを 用 い て お り、JHWHに つ い て は 、　Ich‐bin-daも 用 い られ て い る。Gott

が そ の ま ま用 い られ て い る箇 所 もある。 それ ぞれ の使 用 は、訳 者 に任 せ られ

て い るが 、各 ペ ー ジの欄外 上 に、今 掲 げた名 称 が併記 され てい るの で、網掛

けの神 名 の ところ を、 それ ぞれ の読 者 が選 ぶ こ とが で きる ように なってい る。

た しか に 「神 の名 を誤 って用 い て はな らない」 とい うユ ダヤ教 の精神 に従 っ

て い て、ユ ダヤ教 との対 話 を重 視 してい る こ とは分 か るが、 「神 は男 性 ・女

性 を超越 した存在 であ る」 とい う解 釈 が果 た して、ユ ダヤ教 に通 じるのか と

い う疑 問 は残 る。
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　 「神」 と言 えば、 日本で は、スサ ノオの ように男性 の神 を想像することも

可能であ り、 アマテ ラスのように、女神 を想像す ることも可能である。 しか

も、「神様」 とい う場合 の ように男性 ・女性 を超 えた存在 をイメージす るこ

とも可能である。

　 ところが ドイ ツ語 の 「神」Gottは 、文法 的には男性 名詞 であ り、 しか も、

キ リス ト教 の伝 統では、神 は一人であ って、「女神」の存在 は許容 で きない。

た しか に、 ドイツ語 には 「女神」 を表 すG6ttinと い う単語 はあ るが、 これ

は、「フライヤ」の ように、ゲルマ ン神話 に登場 する 「女神」 に用 い られ る

だけである。

　 さらに、意味的 に も 「神」 はGottと い う男性名詞 で表 され、男性 の神 と

して理解 されて きた ことは否定で きない。 日本の場合 も、仏陀は、釈迦 との

関係 もあって、男性 と理解 されているが、「観音」 は男性 ・女性 を超 えた中

性 的存在 とも受 け取 られている。

　 「神」の表記 については、 この新訳 に付録 としてついてい る 「語彙集」の

なかで も詳 しく述べ られているが、 ここでは、これ以上取 り上 げない。因み

に 「語彙集」(50ペ ージ以上)は なか なか充実 してい ることを付 け加 えてお

きたい。なお、問題 の箇所 には、全 部で797の 「注」が付 け られている こと

も述べ てお きたい。

　 最 後 に 、 こ の 新 訳 が 決 定 的 な もの で は な くて 、 一 つ の 可 能 性 の 提 示 で あ る

と い う点 に つ い て 、 創 世 記 の 冒 頭 を 掲 げ て お き た い 。

Bei　Beginn

Als　Anfang

　 　 Zu　 Anfang

　 ll　 Durch　 den　 Anfang　 hat　Gott　 Himmel　 and　 Erde　 geschaffen.

　 　 Im　Anfang

Zu　 Beginn

Am　 Anfang

　 ま る で 、 メ ノ ラ ー の よ う に 美 しい が 、"Durch　 den　 Anfang"と い う表 現 を
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異常 に受 け取 るの は筆 者 だ けで はない だ ろ う。 これ は、欄外 の参照箇 所 の一

つの詩 篇33篇6節"Durch　 ein　Wort　 des　Lebendigen　 sind　die　Himmel　 gemacht"

の影 響 か も しれ な い が 、AnfangとWo丘 との 違 い は 大 きい 。 お そ ら く、次 に

引用 す る ヨハ ネ に よる福 音 書 の 冒頭 の詩 文 と深 い関 わ りが あ るの か も しれ な

いo

　 ヨハ ネ による福 音書 の冒頭 は、通 常 「初 め に言 葉 があ った」 とい うふ うに

logosは 、そ の ま ま「言 葉 」と訳 され て い るの だが 、この新訳 で は、"Am　 Anfang

war　die　Weisheit"と な っ て い て 、 そ の欄 外 に は 、 箴 言8章22-31節 と シ ラ書

24章9節 へ の 言 及 が あ る 。 これ らの 箇 所 は、 「知恵 の賛歌 」 で あ り、 「主 は、

その道 の初 め にわ た しを造 られた。 い に しえの御 業 に なお、先 立 って」 「こ

の世が 始 まる前 にわた しは造 られ た。 わ た しは永 遠 に存続 す る」 とい う創 造

以 前 の知恵 の存 在 を強調 して い る(「 知 恵 」 は も ち ろ ん 「女 性 」 と して表 象

され てい る こ とは、 フェ ミニズ ム を強調 す る この新訳 に とって重要 な点 で あ

ろ う)。 この こ とが 、"Durch　 den　 Anfang"と い う表 現 を生 み 出 した の か も し

れ な い。 したが って、 ヨハ ネの 冒頭 の詩文 の14節 で 「言 葉 は 肉 体 とな っ た」

が"Und　 die　Weisheit　 wurde　 Materie"と 訳 さ れ て い て も、 不 思 議 で は な い の

か も しれ ない。 しか し、 イエ ス はい った い物 質 なの であ ろ うか。神 とイエ ス

の関係 、 イエ ス とわれ われ との 関係 は、人格 的 な もので はない ので あろ うか。

　 『南 ドイツ新 聞』(2006年12月23日)に は 、 「ク リス マ ス に しか 教 会 に 来 な

い人 々が、 せ っか くク リスマ ス ・イブ礼 拝 に出席 して、 も しも、 この よ うな

聖 書 の朗読 を聴 い た な らば、 もう二度 と教 会 には行 か ない ので は ないだ ろ う

か」 とい う酷評 が記 載 され てい る。 これが杞 憂 にす ぎない こ とを ドイ ツ教 会

の ため に願 うの は、筆 者 だ けで は ない だ ろ う。
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